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　平成18年4月から甲南図書交流館の休館日が、月・火曜日か

ら火・水曜日に変わります。これに伴い毎日、市内いずれかの図

書館が開館されていることとなり、ご利用いただけるようになり

ます。皆さんのご利用をお待ちしいています。 

水口図書館  
　　　1 63-7400　FAX 63-4737 
土山図書館 
　　　1 66-1056　FAX 66-1067 
甲賀図書情報館 
　　　1 88-7246　FAX 88-7005 
甲南図書交流館 
　　　1 86-1504　FAX 86-1505 
信楽図書館 
　　　1 82-0320　FAX 82-3921

問い合わせ 

歴史を

 振り返る
資料

　信楽図書館では昭和初期～現在まで、信楽町関係の新聞

記事のスクラップファイルを用意しています。 

　もともとは、信楽町在住であった神崎春之さんが1933年

（昭和8年）から約70年間、スクラップされていたファイル約

60冊を信楽図書館にご寄贈くださったのが始まりです。 

　神崎さんのスクラップには、戦時中の出兵時を除き、町の

記事がほぼ網羅されています。 

　今では信楽関係新聞記事・信楽高原鉄道事故関連記事・

図書館関係記事に分けて管理しています。 

　館内で、これらのファイルを自由に閲覧していただけるの

はもちろんのこと、コピーも可能です。（館外貸出しはできま

せん。） 

　また、検索システムも構築してあり、信楽図書館に設置し

てあるパソコンを使うと、約2千件のキーワードや町の歴史・

紫香楽宮・信楽高原鉄道などの各年表から、新聞記事を探

すことも出来ます。ぜひご利用ください。 

平成18年4月から 
甲南図書交流館の休館日が変わります!!

新聞記事スクラップ 

肩こり・腰痛にも効果バツグン！ 
10月4日に甲賀Ｂ＆Ｇ海洋センタープールにて運動部
の研修として行われました。 

日頃の運動不足
も解消！ 

11月12日に古
城山へウォーキ

ングに行き、 

地域住民と共に
楽しむことがで

きました。 

体のためとはわかっていても、ひとりではなかなかできない“運動”ですが、私達と一緒に楽しみましょう。 

健
康
推
進
員
か
ら
地
域
住
民
へ 

ひ
ろ
げよう

ひ
ろ
げよう

詳しくは各保健センターにお尋ねください。 

健康推進員だより

【問い合わせ】 
　水口市民病院 
　162－3346  FAX 63－1728

地域医療 
だより 

水口市民病院　整形外科 

浅嶌周造医師 

腰部脊柱管狭窄症 
 

　テレビの顔と呼ばれ、昨年の紅白歌合戦の司会を務めた方が
正月明けに入院、手術ののち早期に社会復帰したというのは皆
さんご存知だと思います。ワイドショーの時間帯は仕事をしてお
りますので詳しい情報こそ知りませんでしたが、整形外科領域の
疾患なので私も興味深くみておりました。 
　腰部脊柱管狭窄症というのは年齢による変性のため背骨の
神経の傍が節くれてきたり（男性に多い）、あるいは背骨がずれ
てきたりして（女性に多い）神経の通り道を狭くする疾患です。
症状はいわゆる坐骨神経痛で歩行により増悪する下肢の痛み
としびれ、特に背筋を伸ばすと症状が悪化し前かがみで改善す
るという特徴があります。日常生活上辛い疾患ではありますが治
療はいきなり手術というのではありません。 自然治癒が期待で
きますので、お薬や注射など各種治療を数ヶ月試みて症状が改
善しない場合に手術を考慮します。この場合CTやMRIなどの

画像診断の結果で神経への圧迫部位がはっきりしていて、その
神経の症状が実際に出ていて両者に矛盾がないことが重要です。
こういう場合は手術の効果が期待できます。手術は神経の通り
道を広げる手術が一般的です。前述の司会者は手術の成功率
が70％と言われたと聞きますが、これは大変危険な手術という
意味ではなく手術にて痛みがなくなる確率を説明したのだと思
われます。手術の内容にもよりますが背骨を大きく削らず、背骨
が本来持つ支持性が落ちないような手術を行えば術後の社会
復帰は思いのほか早いです。 

―中年以降の足の痛み― 

よう   ぶ    せきちゅう かん きょうさく しょう 
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